
「薬と妊娠・授乳」 

ＩＢＤで使用頻度が多い薬剤 

薬剤分類 薬剤名 適応疾患

ペンタサ錠　 クローン病・潰瘍性大腸炎

ペンタサ注腸 クローン病・潰瘍性大腸炎
アサコール 潰瘍性大腸炎
サラゾピリン錠 潰瘍性大腸炎
サラゾピリン坐薬 潰瘍性大腸炎
メサラジン顆粒 クローン病・潰瘍性大腸炎
プレドニン クローン病・潰瘍性大腸炎
イムラン クローン病・潰瘍性大腸炎
プログラフ 潰瘍性大腸炎
レミケード クローン病・潰瘍性大腸炎
ヒュミラ クローン病
フラジール クローン病・潰瘍性大腸炎
ビオラクチス散 クローン病・潰瘍性大腸炎

5-ASA製剤

その他

免疫抑制剤

生物学的製剤

※1:ペンタサ服用中の授乳については、乳幼児が下痢する 

     可能性がある。 

     下痢がひどいようであれば授乳を中止する。 

 

※2:プログラフは精子への影響（受精しない等）があるとの報告もある。 

 

※3：プレドニン投与量により母乳へ影響があるとの報告あり。しかし、 

   その場合でも4時間程度あければ影響はないとの報告あり。 

妊娠・授乳中も中止の必要がない薬剤 

   レミケード ・ ヒュミラ ・ アサコール ・  メサラジン顆粒 ・  
ペンタサ※1 ・ プログラフ※2 ・ プレドニン※3  ・ ビオラクチス散 

※1：サラゾピリン 

    理由 

     女性・・・催奇形性の可能性あり。新生児に高ビリルビン血症を起こす可能性あり。 

           授乳でも高ビリルビン血症を起こす可能性あり。 

     男性・・・男性不妊症の原因となる可能性あり。（2～3ヶ月の休薬で改善する。） 
  ※2：イムラン 

    理由・・・催奇形性の可能性がある。 

    中止期間・・・妊娠希望の3ヶ月前に中止する。（男女） 

※3：フラジール 

    理由・・・胎児・乳児に対する安全性が確立していない。 

         男性の場合は中止の必要はない。 

STOP 

安心 

妊娠・授乳中に中止する薬剤 

サラゾピリン※1 ・ イムラン※2  ・ フラジール※3 

妊娠・授乳が可能である場合でも、必ず医師に相談してください。可能であっても必ず安全と
保障している訳ではありません。病気・患者さん、また胎児・乳幼児への影響をしっかり理解
した上で決定する必要があります。 
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